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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の検査を行うために撮像条件を入力する入力手段と、
前記被検体に対して超音波の送受信を行う超音波プローブと、
前記撮像条件に基づいて、前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波を走査する
ことにより得られる受信信号から画像データを生成する撮像手段と、
前記画像データを表示する画像表示エリア及び前記画像データを識別するタブを表示する
タブ表示エリアを有する表示手段と、
前記タブ表示エリアに表示された第１のタブと第２のタブとを関連付ける前記入力手段か
らの入力に応じて、前記画像表示エリアに表示される前記第１のタブで識別される第１の
撮像条件に基づいて生成された第１の画像データを、前記第２のタブに関連する情報に基
づいて切換える切換手段と、
前記撮像手段により生成された第３及び第４の画像データを計測して、前記第３及び前記
第４の画像データに設定される関心領域の輝度の変化を時系列的に表わす第１及び第２の
ＴＩＣデータを生成する画像処理手段とを有し、
前記表示手段は、前記タブ表示エリアに前記第１及び前記第２のＴＩＣデータを識別する
第３及び第４のタブを表示すると共に、前記入力手段からの前記第３又は前記第４のタブ
を指定する入力により、前記画像表示エリアに指定されたタブで識別される前記第１又は
前記第２のＴＩＣデータを表示し、
前記切換手段は、前記第３のタブと前記第４のタブとを関係付ける前記入力手段からの入
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力に応じて、前記画像表示エリアに表示された前記第１又は前記第２のＴＩＣデータの一
方のデータを、前記第３及び前記第４のタブに関連する前記関心領域の位置情報及び計測
した時間の情報に基づいて前記一方のタブと他方のデータとを合成したＴＩＣデータに切
換えるようにしたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記切換手段は、前記タブ表示エリアに表示された第１のタブと第２のタブとを関連付
ける入力に応じて、前記第１の撮像条件を変更させて前記第２のタブで識別される第２の
撮像条件に基づき生成される第２の画像データに切換え、
前記表示手段は、前記画像表示エリアに前記第１の画像データをリアルタイムに表示し、
前記第１のタブと第２のタブとを関連付ける入力に応じて、前記画像表示エリアに前記第
２の画像データをリアルタイムに表示することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断
装置。
【請求項３】
　前記表示手段は、前記タブ表示エリアに第５及び第６のタブを表示すると共に、前記画
像表示エリアに前記第５のタブで識別される画像データを表示し、
前記切換手段は、前記第５のタブと前記第６のタブとを関係付ける前記入力手段からの入
力に応じて、前記画像表示エリアに表示された画像データを前記第６のタブに関連するア
プリケーションソフトを用いて生成される処理データに切換えるようにしたことを特徴と
する請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記処理データは、前記被検体の心臓壁の歪みを表す歪み画像データであることを特徴
とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波により被検体の体内を画像化した画像データを表示する超
音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブから発生する超音波を被検体内に送信し、被検体組
織の音響インピーダンスの差異によって反射する超音波に基づいて生成される画像データ
をモニタ上に表示するものである。この超音波による検査では、超音波プローブを体表面
に接触させるだけの簡単な操作で、生成した画像データをリアルタイムに表示する。また
、アプリケーションソフトを利用して、生成された画像データの計測や解析を行うことが
できる。このため、生体内の心臓、血管、腹部、泌尿器、産婦人科などの検査に広く利用
されている。
【０００３】
　ところで、超音波診断装置では、検査を行って画像データを得るためにゲイン、ダイナ
ミックレンジ、送信周波数、及び視野深度等の各撮像条件を入力する必要がある。そして
、キーワードとなる名称が記された複数のプリセットボタンがあり、プリセットボタン毎
に値の異なる撮像条件が登録され、プリセットボタンを選択することにより登録された撮
像条件を入力することができるようになっている。また、羅列された数値の中から選択す
ることにより撮像条件を入力することができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－３０１９２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、表示された画像データが不鮮明で撮像条件を変更する場合、キーワード
やプリセットボタンや羅列された数値の中から選択して変更する必要があるため、画像デ
ータが表示された画面をキーワードやプリセットボタンや羅列されたパラメータに切換え
る必要があるため操作が煩雑になる問題がある。また、アプリケーションソフトウエアを
実行させる場合、ソフトウエア毎に異なる操作を必要とするため、操作が煩雑になる問題
がある。
【０００６】
　実施形態は、上記問題点を解決するためになされたもので、操作の煩雑さを軽減するこ
とができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、実施形態の超音波診断装置は、被検体の検査を行うために
撮像条件を入力する入力手段と、前記被検体に対して超音波の送受信を行う超音波プロー
ブと、前記撮像条件に基づいて、前記超音波プローブを駆動して前記被検体に超音波を走
査することにより得られる受信信号から画像データを生成する撮像手段と、前記画像デー
タを表示する画像表示エリア及び前記画像データを識別するタブを表示するタブ表示エリ
アを有する表示手段と、前記タブ表示エリアに表示された第１のタブと第２のタブとを関
連付ける前記入力手段からの入力に応じて、前記画像表示エリアに表示される前記第１の
タブで識別される第１の撮像条件に基づいて生成された第１の画像データを、前記第２の
タブに関連する情報に基づいて切換える切換手段と、前記撮像手段により生成された第３
及び第４の画像データを計測して、前記第３及び前記第４の画像データに設定される関心
領域の輝度の変化を時系列的に表わす第１及び第２のＴＩＣデータを生成する画像処理手
段とを有し、前記表示手段は、前記タブ表示エリアに前記第１及び前記第２のＴＩＣデー
タを識別する第３及び第４のタブを表示すると共に、前記入力手段からの前記第３又は前
記第４のタブを指定する入力により、前記画像表示エリアに指定されたタブで識別される
前記第１又は前記第２のＴＩＣデータを表示し、前記切換手段は、前記第３のタブと前記
第４のタブとを関係付ける前記入力手段からの入力に応じて、前記画像表示エリアに表示
された前記第１又は前記第２のＴＩＣデータの一方のデータを、前記第３及び前記第４の
タブに関連する前記関心領域の位置情報及び計測した時間の情報に基づいて前記一方のタ
ブと他方のデータとを合成したＴＩＣデータに切換えるようにしたことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】実施形態に係る超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図３】実施形態に係る表示部に表示されたタブ及びＢモード画像データの画面の一例を
示す図。
【図４】実施形態に係る表示部に表示された複数のタブ及び指定されたタブで識別される
画像データの画面の一例を示す図。
【図５】実施形態に係る２つのタブを関係付ける入力により表示部４５に表示された複数
のタブ及びＢモード画像データの画面の一例を示す図。
【図６】実施形態に係る１回目の造影検査により表示部に表示されたタブ及びＴＩＣデー
タの画面の一例を示す図。
【図７】実施形態に係る２回目の造影検査により表示部に表示された２つのタブ及びＴＩ
Ｃデータの画面の一例を示す図。
【図８】実施形態に係る３回目の造影検査により表示部に表示された３つのタブ及びＴＩ
Ｃデータの画面の一例を示す図。
【図９】実施形態に係る２つのタブを関係付ける入力により表示部に表示された４つのタ
ブ及び合成したＴＩＣデータの画面の一例を示す図。
【図１０】実施形態に係る２つのタブを関係付ける入力により表示部に表示される５つの
タブ及び合成したＴＩＣデータの画面の一例を示す図。
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【図１１】実施形態に係る操作キーを表示させる入力により表示部に表示されたタブ及び
このタブで識別される操作キーの画面の一例を示す図。
【図１２】実施形態に係るＢモード画像データを表示させる入力により表示部に表示され
た複数のタブ及びＢモード画像データの画面の一例を示す図。
【図１３】実施形態に係る表示部４５に表示された３つのタブ及び歪み画像データの画面
の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して実施形態を説明する。
【００１０】
　図１は、実施形態に係る超音波診断装置の構成を示したブロック図である。この超音波
診断装置２００は、被検体Ｐに対して超音波の送受信を行う超音波プローブ１０と、超音
波プローブ１０を駆動して被検体Ｐ内に超音波を走査することにより得られる受信信号か
ら画像データを生成する撮像部２０と、撮像部２０で生成された画像データを処理して処
理データを生成する画像処理部３２とを備えている。
【００１１】
　また、超音波診断装置２００は、撮像部２０で生成された画像データや画像処理部３２
で生成された処理データを識別するタブの作成、タブと画像データや処理データとの保存
、タブと画像データや処理データとの表示等を行う画像表示部４０と、画像処理部３２で
画像データを処理するための様々なアプリケーションソフトウエア及びこのソフトウエア
を実行させる操作キーを識別するタブを保存するアプリケーション部５１とを備えている
。
【００１２】
　更に、超音波診断装置２００は、被検体Ｐを識別する被検体情報や検査部位等の検査情
報の入力、画像データを生成するための撮像条件の入力、画像表示部４０に表示された２
つのタブを関係付ける入力等を行う操作部５２と、操作部５２からの２つのタブを関係付
ける入力に基づいて画像表示部４０に表示された画像データや計測データ等を切換える切
換部６０と、切換部６０を含む上記の各ユニットを統括して制御するシステム制御部７０
とを備えている。
【００１３】
　超音波プローブ１０は、被検体Ｐの体表面にその先端面を接触させた状態で超音波の送
受信を行うものであり、例えば１次元に配列された複数個の振動子を先端部分に有する。
この振動子は、撮像部２０から出力される駆動信号である電気パルスを超音波パルス（送
信超音波）に変換して被検体Ｐ内に送信する。また、被検体Ｐ内で反射した超音波を受信
して電気信号に変換する。そして、電気信号に変換した信号を撮像部２０に出力する。
【００１４】
　撮像部２０は、超音波プローブ１０を駆動して被検体Ｐ内に超音波を走査する送受信部
２１と、送受信部２１からの受信信号を処理してＢモードデータやドプラデータを生成す
る信号処理部３０と、信号処理部３０で生成されたＢモードデータやドプラデータに基づ
いてＢモード画像データやドプラ画像データを生成する画像データ生成部３１とを備えて
いる。
【００１５】
　送受信部２１は、システム制御部７０から供給される撮像条件に含まれるゲイン、ダイ
ナミックレンジ、送信周波数、パルス繰り返し周波数、視野深度、フレームレート等に基
づいて制御され、超音波プローブ１０で送信超音波を発生させるための駆動信号を生成す
る送信部２２と、超音波プローブ１０の振動子から得られる複数チャンネルの信号に対し
て整相加算を行なう受信部２３とを備えている。
【００１６】
　送信部２２は、レートパルス発生器、送信遅延回路、及びパルサ等を備えている。そし
て、レートパルス発生器は、被検体Ｐに放射する超音波パルスの繰り返し周期（Ｔｒ）を
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決定するレートパルスを送信遅延回路に出力する。また、送信遅延回路は、被検体Ｐ内の
各深さ方向の所定の深さで超音波ビームを集束させるための集束用遅延時間と各深さ方向
への送信により超音波を走査するための偏向用遅延時間を前記レートパルスに与えてパル
サに出力する。更に、パルサは、送信遅延回路により出力されたレートパルスから駆動パ
ルスを生成して超音波プローブ１０に出力する。
【００１７】
　受信部２３は、プリアンプ、受信遅延回路、及び加算器等を備えている。そして、プリ
アンプは、超音波プローブ１０からの微小な受信信号を増幅して十分なＳ／Ｎを確保する
。また、受信遅延回路は、被検体Ｐ内における各深さ方向の所定の深さからの受信超音波
を集束するための集束用遅延時間と深さ方向に超音波ビームの受信指向性を設定するため
の偏向用遅延時間をプリアンプからの増幅された受信信号に与える。更に、加算器は、受
信遅延回路からの受信信号を加算して１つに纏めて信号処理部３０に出力する。
【００１８】
　信号処理部３０は、システム制御部７０から供給される撮像条件に含まれるＢモードの
生成モードに基づいて、送受信部２１における受信部２３からの整相加算された受信信号
に対して包絡線検波を行った後、対数変換する。そして、対数変換した信号をデジタル信
号に変換してＢモードデータを生成し、生成したＢモードデータを画像データ生成部３１
に出力する。
【００１９】
　また、システム制御部７０から供給される撮像条件に含まれるドプラモードの生成モー
ドに基づいて、送受信部２１の受信部２３から出力された整相加算された信号に対してド
プラ偏移周波数を検出しデジタル信号に変換した後、血流や心臓壁の移動情報に関する信
号を抽出して、その抽出したドプラ信号に対して自己相関処理を行う。そして、この自己
相関処理結果に基づいて血流や心臓壁等の速度を表すドプラデータを生成し、生成したド
プラデータを画像データ生成部３１に出力する。
【００２０】
　画像データ生成部３１は、信号処理部３０から出力されるＢモードデータを画像表示の
ための走査変換を行い、被検体Ｐ内の走査領域を画像化したＢモード画像データを生成す
る。また、信号処理部３０から出力されるドプラデータに走査変換を行って、血流や心臓
壁等の速度が経時的に表されるドプラ画像データを生成する。そして、システム制御部７
０から供給される検査情報及び撮像条件をこの撮像条件に基づいて生成したＢモード画像
データやドプラ画像データ等の画像データに付加して画像処理部３２や画像表示部４０に
出力する。
【００２１】
　画像処理部３２は、アプリケーション部５１に保存された様々なアプリケーションソフ
トウエアを利用して、画像データ生成部３１で生成された画像データを処理する。そして
、被検体Ｐの造影検査により生成されたＢモード画像データ上に操作部５２からの入力に
より設定された関心領域の輝度変化を時系列的に表わしたＴＩＣ（Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｎ
ｓｉｔｙ　Ｃｕｒｖｅ）データ等の計測データを生成する。また、被検体Ｐの心臓検査に
より生成されたＢモード画像データを処理して心臓壁の歪みを表わす歪み画像データを生
成する。そして、生成した計測データや歪み画像データ等の処理データを、処理する画像
データに付加されていた検査情報及び撮像条件と共に画像表示部４０へ出力する。
【００２２】
　画像表示部４０は、撮像部２０の画像データ生成部３１で生成された画像データや画像
処理部３２で生成された処理データを識別するタブを作成するタブ作成部４１と、タブ作
成部４１で作成されたタブ、このタブで識別される画像データや処理データ、並びに画像
データに付加された検査情報及び撮像条件等より構成される画像情報を保存するデータ記
憶部４２とを備えている。
【００２３】
　また、画像表示部４０は、データ記憶部４２に保存された画像情報に含まれるタブ、画
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像データや処理データ等を検索する検索部４３と、タブ作成部４１で作成されたタブ、検
索部４３で検索されたタブ、画像データや処理データ等とを表示するために所定のエリア
に配置する表示データ生成部４４と、表示データ生成部４４で配置されたタブと画像デー
タや処理データとを表示する表示部４５とを備えている。
【００２４】
　タブ作成部４１は、画像データ生成部３１から出力された画像データを識別するタブを
作成し、作成したタブを画像データに付加する。そして、画像データと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報をデータ記憶部４２や表示
データ生成部４４へ出力する。また、付帯情報を切換部６０に出力する。
【００２５】
　また、タブ作成部４１は、画像処理部３２から出力された処理データを識別するタブを
作成し、作成したタブを処理データに付加する。そして、処理データと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報をデータ記憶部４２や表示
データ生成部４４へ出力する。また、付帯情報を切換部６０に出力する。
【００２６】
　更に、タブ作成部４１は、表示部４５にリアルタイムに表示される画像データを静止さ
せる操作部５２からのフリーズ操作の入力に応じて、画像データ生成部３１から出力され
た例えば１フレームの画像データを識別するタブを作成し、作成したタブを画像データに
付加する。そして、画像データと、タブ、検査情報、及び撮像条件から成る付帯情報とに
より構成される画像情報をデータ記憶部４２や表示データ生成部４４へ出力する。また、
付帯情報を切換部６０に出力する。
【００２７】
　検索部４３は、操作部５２からの表示部４５にタブを表示させるためのキーワードの入
力に応じて、そのキーワードの情報を有する画像情報に含まれるタブをデータ記憶部４２
に保存された画像情報の中から検索する。そして、検索したタブを表示データ生成部４４
に出力する。また、検索により表示部４５に表示されたタブを指定する入力に応じて、指
定されたタブを有する画像情報に含まれる画像データや処理データをデータ記憶部４２に
保存された画像情報の中から検索する。そして、検索した画像データや処理データを表示
データ生成部４４に出力する。
【００２８】
　表示データ生成部４４は、タブ作成部４１から出力された画像情報に含まれるタブをタ
ブエリアに配置すると共に、画像データや処理データを画像エリアに配置して表示部４５
に出力する。また、検索部４３から出力されたタブをタブエリアに配置して表示部４５に
出力する。また、タブを指定する入力に応じて、検索された画像データ、又は画像データ
及び計測データを画像エリアに配置して表示部４５に出力する。
【００２９】
　更に、操作部５２からのフリーズ操作により作成されたタブを保持する設定が予め入力
されていると、被検体Ｐの検査が終了した後にその検査のときにフリーズ操作の入力に応
じて作成された全てのタブを保存し、保存したタブを表示部４５に出力する。そして、操
作部５２から表示部４５に表示されたタブを指定する入力が行われると、検索部４３が指
定されたタブで識別される画像データをデータ記憶部４２から検索することにより検索部
４３から出力される画像データを表示部４５に出力する。
【００３０】
　このように、複数の検査に亘ってフリーズ操作の入力で作成されたタブを表示部４５に
表示することができる。これにより、操作部５２からの入力により指定する簡単な操作で
、指定されたタブで識別される画像データを表示部４５に表示させることが可能となり、
例えば検診等の決まった手順の検査における画像精査を容易に行うことができる。
【００３１】
　表示部４５は、ＣＲＴや液晶パネルなどのモニタを備え、表示データ生成部４４でタブ
エリアに配置されたタブと、画像エリアに配置された画像データや処理データとを表示す
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る。
【００３２】
　操作部５２は、被検体Ｐに造影剤が投与されてからの経過時間を計測するタイマーを作
動させるタイマースイッチ、ボタン、キーボード、トラックボール、マウス、タッチパネ
ル等の入力デバイスを備え、これらの入力デバイスを用いて、撮像部２０で画像データを
生成させるための撮像条件（ゲイン、ダイナミックレンジ、送信周波数、パルス繰り返し
周波数、視野深度、フレームレート、Ｂモード画像データやドプラ画像データを生成させ
る生成モード等）の入力を行う。また、被検体Ｐを識別する被検体情報及び検査部位等の
検査情報の入力や、検査開始及び検査終了の入力を行う。更に、画像表示部４０の表示部
４５に表示された複数のタブの内、例えばマウスを用いて１つのタブを選択して他のタブ
上へ移動し、移動した一方のタブを他方のタブ上で離すドラッグ・アンド・ドロップ操作
により、２つのタブを関係付ける入力等を行う。
【００３３】
　切換部６０は、操作部５２からの２つのタブを関係付ける入力に応じて、表示部４５に
表示された一方のタブで識別される画像データや処理データを、他方のタブに関連する画
像情報やアプリケーションソフトウエアに基づいて切換える。
【００３４】
　システム制御部７０は、ＣＰＵ及び記憶回路を備え、操作部５２から入力される入力信
号に基づいて撮像部２０、画像処理部３２、画像表示部４０、アプリケーション部５１、
及び切換部６０の各ユニットの制御や、システム全体の制御を統括して行う。
【００３５】
　以下、図１乃至図１３を参照して、実施形態に係る超音波診断装置２００の動作の一例
を説明する。  
　先ず、図１乃至図５を参照して、表示部４５にリアルタイムに表示される画像データを
、この画像データを識別する一方のタブ及び他方のタブを関係付ける操作部５２からの入
力に応じて、他方のタブに関連する撮像条件に基づいて生成される画像データに切換える
動作の一例を説明する。  
　図２は、超音波診断装置２００の動作を示したフローチャートである。画像表示部４０
のデータ記憶部４２には、複数の画像情報が保存されている。被検体Ｐの検査を行うため
に超音波診断装置２００の操作者により、被検体情報及び検査部位を含む検査情報や、Ｂ
モードの生成モードを含む撮像条件等の入力が操作部５２から行われる。そして、検査開
始の入力が行われると、超音波診断装置２００は動作を開始する（ステップＳ１）。
【００３６】
　システム制御部７０は、操作部５２からの入力信号に基づいて、撮像部２０、画像処理
部３２、画像表示部４０、アプリケーション部５１、及び切換部６０の各ユニットに検査
を指示する。そして、操作者が超音波プローブ１０を被検体Ｐの体表面に当てることによ
り、撮像部２０は、システム制御部７０から供給される撮像条件に基づいて、超音波プロ
ーブ１０を駆動して被検体Ｐ内に超音波を走査することにより得られる受信信号からＢモ
ード画像データを生成する。そして、生成したＢモード画像データにシステム制御部７０
から供給される被検体情報、検査部位、及び検査時刻を含む検査情報並びに撮像条件を付
加して画像表示部４０に出力する。
【００３７】
　画像表示部４０のタブ作成部４１は、撮像部２０から出力されたＢモード画像データを
識別するタブを作成し、作成したタブをＢモード画像データに付加する。そして、Ｂモー
ド画像データと、タブ、検査情報、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画
像情報を表示データ生成部４４へ出力する。また、付帯情報を切換部６０に出力する。表
示データ生成部４４は、タブ作成部４１から出力された画像情報に含まれるタブ及びＢモ
ード画像データを夫々所定のエリアに配置して表示部４５に出力する。表示部４５は、タ
ブを表示すると共にＢモード画像データをリアルタイムに表示する（ステップＳ２）。
【００３８】
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　図３は、表示部４５に表示されたタブ及びＢモード画像データの画面の一例を示した図
である。この画面８０は、表示データ生成部４４のタブエリアに対応するタブ表示エリア
８１及び画像エリアに対応する画像表示エリア８２により構成される。そして、タブ表示
エリア８１には、タブ作成部４１で作成されたタブ８４１が表示されている。また、画像
表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表示されたタブ８４１で識別されるＢモード
画像データ８３がリアルタイムに表示されている。更に、タブ８４１の領域には、Ｂモー
ド画像データ８３の識別が可能な例えば被検体情報、検査部位、検査時刻等の検査情報が
表示されている。なお、操作部５２からのタブ非表示の入力により、画面８０のタブ表示
エリア８１に表示されたタブ８４１を非表示することができる。
【００３９】
　このように、表示部４５にタブ８４１を表示すると共に、タブ８４１で識別されるＢモ
ード画像データ８３をリアルタイムに表示することができる。
【００４０】
　ここで、図３に示した画面８０の画像表示エリア８２に表示されたＢモード画像データ
８３が例えば不鮮明である場合、データ記憶部５２に保存された鮮明な画像データを検索
するために、操作部５２から表示部４５にタブを表示させるために例えばＢモード画像デ
ータ８３と同じ検査部位及びＢモードのキーワード入力が行われると、検索部４３は、そ
のキーワードの情報を有する画像情報に含まれるタブをデータ記憶部４２に保存された画
像情報の中から検索する。そして、検索したタブを表示データ生成部４４に出力する。表
示データ生成部４４は、検索部４３から出力されたタブ及びタブ８４１をタブエリアに配
置すると共に、Ｂモード画像データ８３を画像エリアに配置して表示部４５に出力する。
表示部４５は、複数のタブを表示すると共に、Ｂモード画像データ８３をリアルタイムに
表示する。
【００４１】
　このように、表示部４５にＢモード画像データ８３をリアルタイムに表示すると共に、
タブ８４１及びデータ記憶部４２に保存されたタブを表示することができる。
【００４２】
　表示部４５のタブ表示エリア８１に表示された複数のタブの内の検索部４３から出力さ
れた１つのタブを指定する入力が操作部５２から行われると、検索部４３は指定されたタ
ブで識別される画像データをデータ記憶部４２から検索し、検索した画像データを表示デ
ータ生成部４４に出力する。表示データ生成部４４は、複数のタブをタブエリアに配置す
ると共に、検索部４３から出力された画像データを画像エリアに配置して表示部４５に出
力する。表示部４５は、複数のタブを表示すると共に指定されたタブで識別される画像デ
ータを表示する（図２のステップＳ３）。
【００４３】
　図４は、表示部４５に表示された複数のタブ及び指定されたタブで識別される画像デー
タの画面の一例を示した図である。この画面８０ａのタブ表示エリア８１には、タブ８４
１及び検索部４３で検索された例えば３つのタブ８４２，８４３，８４４が表示されてい
る。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表示されたタブ８４１乃至８
４４の内の指定された例えばタブ８４２で識別される静止したＢモード画像データ８５が
表示されている。
【００４４】
　このように、タブ表示エリア８１に表示されたタブ８４２を指定することにより、図３
における画面８０の画像表示エリア８２に表示されたＢモード画像データ８３を指定され
たタブ８４２で識別されるＢモード画像データ８５に切換えることができる。これにより
、図３に示した画面８０に表示されたＢモード画像データ８３よりも鮮明な画像データの
生成を可能とする撮像条件を容易に選別することができる。
【００４５】
　ここで、図４に示した画面８０ａのタブ表示エリア８１に表示された複数のタブ８４２
乃至８４４の内、タブ８４２で識別されるＢモード画像データ８５が最も鮮明であり且つ
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期待される鮮明さを有する場合、Ｂモード画像データ８５と同様に鮮明な画像データを得
るために、図３の画面８０に表示されたＢモード画像データ８３を切換える操作を行う。
【００４６】
　そして、操作部５２から例えばタブ８４２をタブ８４１上へ移動して離すドラッグ・ア
ンド・ドロップ操作により、タブ８４１とタブ８４２を関係付ける入力が行われると、検
索部４３は、データ記憶部４２に保存された画像情報の中から、タブ８４２に関連するタ
ブ８４２を有する画像情報に含まれる付帯情報を検索して切換部６０に出力する。なお、
操作部５２からのフリーズ操作により、画面８０に表示されたＢモード画像データ８３を
静止させてから、タブ８４１とタブ８４２を関係付ける入力を行うように実施してもよい
。
【００４７】
　切換部６０は、画面８０の画像表示エリア８２に表示されたタブ８４１で識別されるＢ
モード画像データ８３をタブ８４２に関連する情報に基づいて切換える。そして、タブ作
成部４１から出力されたタブ８４１に関連する付帯情報及び検索部４３から出力されたタ
ブ８４２に関連する付帯情報に基づいて、Ｂモード画像データ８３をこの画像データを生
成するための撮像条件からＢモード画像データ８５を生成したときの撮像条件に基づいて
生成されるＢモード画像データに切換える。
【００４８】
　ここでは、タブ８４１で識別される画像データがリアルタイムに表示されているＢモー
ド画像データ８３であり、タブ８４２で識別される画像データが保存されていたＢモード
画像データ８５であることから、タブ８４２に関連する付帯情報に含まれている撮像条件
を撮像部２０に供給して撮像条件を変更させる。撮像部２０は切換部６０から供給される
撮像条件に基づいてＢモード画像データを生成し、生成したＢモード画像データ及び切換
部６０から供給される撮像条件に更新した付帯情報により構成される画像情報を表示デー
タ生成部４４に出力する。表示データ生成部４４は、複数のタブをタブエリアに配置する
と共に、変更後の撮像条件により生成されたＢモード画像データを画像エリアに配置して
表示部４５に出力する。表示部４５は、複数のタブ８４１乃至８４４を表示すると共に撮
像条件が変更されたＢモード画像データをリアルタイムに表示する（図２のステップＳ４
）。
【００４９】
　図５は、２つのタブ８４１，８４２を関係付ける入力により表示部４５に表示された複
数のタブ及びＢモード画像データの画面の一例を示した図である。この画面８０ｂのタブ
表示エリア８１には、複数のタブ８４１乃至８４４が表示されている。また、画像表示エ
リア８２には、タブ表示エリア８１に表示されたタブ８４１で識別される撮像条件が変更
されたＢモード画像データ８３ａがリアルタイムに表示されている。
【００５０】
　このように、図４に示した画面８０ａのタブ表示エリア８１に表示されたタブ８４１と
タブ８４２とを関係付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２にリアルタ
イムに表示されたタブ８４１で識別される不鮮明なＢモード画像データ８３を、タブ８４
２に関連する撮像条件に基づいて生成されるに鮮明なＢモード画像データ８３ａに切換え
ることができる。これにより、表示部４５の画面を切換えて撮像条件を入力する操作を必
要としないため、簡単な操作で撮像条件の変更が可能となり、操作に要する手間を低減す
ることができる。
【００５１】
　図４に示した画面８０ｂの画像表示エリア８２に表示されたＢモード画像データ８３ａ
が診断に有用であると判断され、操作部５２から保存する入力が行われると、データ記憶
部４２は、Ｂモード画像データ８３ａ及び付帯情報を保存する。そして、操作部５２から
検査終了の入力が行われると、システム制御部７０が撮像部２０、画像処理部３２、画像
表示部４０、アプリケーション部５１、及び切換部６０を停止させることにより、超音波
診断装置２００は動作を終了する（図２のステップＳ５）。
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【００５２】
　次に、図１乃至図１０を参照して、表示部４５に表示されるＴＩＣデータを、このＴＩ
Ｃデータを識別する一方のタブ及び他方のタブを関係付ける操作部５２からの入力に応じ
て、他方のタブに関連する撮像条件に基づいて一方のタブで識別されるＴＩＣデータと他
方のタブで識別されるＴＩＣデータを合成したＴＩＣデータに切換える動作の一例を説明
する。
【００５３】
　被検体Ｐの例えば造影剤検査が複数回行われる。この造影検査を行うために、操作部５
２からＴＩＣモードの生成モードを含む撮像条件等の入力が行われた後、１回目の造影検
査開始の入力が行われると、システム制御部７０は、各ユニットに造影検査を指示する。
撮像部２０は、システム制御部７０から供給される撮像条件に基づいて、超音波プローブ
１０を駆動して被検体Ｐに超音波を走査することにより得られる受信信号からＢモード画
像データを生成し、生成したＢモード画像データを画像表示部４０に出力する。画像表示
部４０の表示部４５は、撮像部２０で生成されたＢモード画像データを表示する。
【００５４】
　そして、操作部５２から表示部４５に表示されたＢモード画像データの関心領域を設定
する入力、及びＢモード画像データを計測してＴＩＣデータを収集するタイマー時間の入
力が行われる。次いで、被検体Ｐに造影剤が投与されてからタイマースイッチを作動させ
る入力が行われると、画像処理部３２は、システム制御部７０から供給されるタイマー時
間の情報に基づいて、撮像部２０から出力されたＢモード画像データ上に設定された関心
領域のＴＩＣデータを生成する。そして、生成したＴＩＣデータと、タイマー時間、検査
時刻、関心領域を示す位置情報、及び被検体情報を含む検査情報、並びに撮像条件とをタ
ブ作成部４１へ出力する。
【００５５】
　タブ作成部４１は、画像処理部３２から出力されたＴＩＣデータを識別するタブを作成
し、作成したタブをＴＩＣデータに付加する。そして、ＴＩＣデータと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報を表示データ生成部４４へ
出力する。表示データ生成部４４は、タブ作成部４１から出力された画像情報に含まれる
タブとＴＩＣデータとを夫々所定のエリアに配置して表示部４５に出力する。表示部４５
は、タブを表示すると共にＴＩＣデータを表示する。
【００５６】
　図６は、１回目の造影検査により表示部４５に表示されたタブ及びＴＩＣデータの画面
の一例を示した図である。この画面８０ｃのタブ表示エリア８１には、タブ作成部４１で
作成されたタブ８４５が表示されている。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリ
ア８１に表示されたタブ８４５で識別されるＴＩＣデータ８６が表示されている。
【００５７】
　ＴＩＣデータ８６は、Ｂモード画像データ８７と、このＢモード画像データ８７上に設
定された関心領域８７１乃至８７３の輝度の変化を表すＴＩＣデータ８６１乃至８６３と
により構成される。
【００５８】
　各ＴＩＣデータ８６１乃至８６３は、横軸をタイマーが作動してからの経過時間とし、
縦軸を輝度とする２次元座標上にグラフ化されている。そして、ＴＩＣデータ８６１は、
操作部５２からの入力によりタイマーが作動して例えば１９秒経過してから３５秒経過す
るまでのタイマー時間Ｔ１における関心領域８７１の輝度の変化を表している。また、Ｔ
ＩＣデータ８６２は、タイマー時間Ｔ１における関心領域８７２の輝度の変化を表してい
る。更に、ＴＩＣデータ８６３は、タイマー時間Ｔ１における関心領域８７３の輝度の変
化を表している。
【００５９】
　このように、表示部４５にＴＩＣデータ８６を表示すると共に、ＴＩＣデータ８６を識
別するタブ８４５を表示することができる。
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【００６０】
　図６に示した画面８０ｃに表示されたＴＩＣデータ８６を保存する入力が操作部５２か
ら行なわれると、データ記憶部４２は、ＴＩＣデータ８６及びタブ８４５を含む付帯情報
により構成される画像情報を保存する。そして、操作部５２から検査を一旦停止させる入
力が行われる。
【００６１】
　２回目の造影検査を行うために、操作部５２から検査再開の入力が行われると、表示部
４５は、Ｂモード画像データを表示する。そして、操作部５２から表示部４５に表示され
たＢモード画像データに対して例えば１回目とは異なる位置に関心領域を設定する入力及
びＴＩＣデータを収集する時間としてタイマー時間Ｔ１の入力が行われる。次いで、被検
体Ｐに造影剤が投与されてからタイマースイッチを作動させる入力が行われると、画像処
理部３２は、撮像部２０から出力されたＢモード画像データの設定された関心領域におけ
るＴＩＣデータを生成する。そして、生成したＴＩＣデータと、タイマー時間Ｔ１、検査
時刻、関心領域を示す位置情報、及び被検体情報を含む検査情報並びに撮像条件とをタブ
作成部４１へ出力する。
【００６２】
　タブ作成部４１は、画像処理部３２から出力されたＴＩＣデータを識別するタブを作成
し、作成したタブをＴＩＣデータに付加する。そして、ＴＩＣデータと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報を表示データ生成部４４へ
出力し、付帯情報を切換部６０に出力する。表示データ生成部４４は、タブ作成部４１か
ら出力された画像情報に含まれるタブ及びタブ８４５とＴＩＣデータとを夫々所定のエリ
アに配置して表示部４５に出力する。表示部４５は、２つのタブを表示すると共にＴＩＣ
データを表示する。
【００６３】
　図７は、２回目の造影検査により表示部４５に表示された２つのタブ及びＴＩＣデータ
の画面の一例を示した図である。この画面８０ｄのタブ表示エリア８１には、１回目の造
影検査で作成されたタブ８４５及び２回目の造影検査で作成されたタブ８４６が表示され
ている。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表示されたタブ８４６で
識別されるＴＩＣデータ８８が表示されている。
【００６４】
　ＴＩＣデータ８８は、Ｂモード画像データ８９と、このＢモード画像データ８９上の１
回目の造影検査の関心領域８６１乃至８６３とは異なる位置に設定された関心領域８９１
の輝度の変化を表すＴＩＣデータ８８１とにより構成される。
【００６５】
　ＴＩＣデータ８８１は、横軸をタイマーが作動してからの経過時間とし、縦軸を輝度と
する２次元座標上にグラフ化され、タイマー時間Ｔ１における関心領域８９１の輝度の変
化を表している。
【００６６】
　このように、表示部４５にＴＩＣデータ８８を表示すると共に、ＴＩＣデータ８８を識
別するタブ８４６及び１回目の造影検査で作成されたタブ８４５を表示することができる
。
【００６７】
　図７に示した画面８０ｄに表示されたＴＩＣデータ８８を保存する入力が操作部５２か
ら行なわれると、データ記憶部４２は、ＴＩＣデータ８８及びタブ８４６を含む付帯情報
により構成される画像情報を保存する。そして、操作部５２から検査を一旦停止させる入
力が行われる。
【００６８】
　３回目の造影検査を行うために、操作部５２から検査再開の入力が行われると、表示部
４５は、Ｂモード画像データを表示する。そして、操作部５２から表示部４５に表示され
たＢモード画像データに対して１回目と同じ位置に関心領域を設定する入力、及び１回目
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とは異なるタイマー時間の入力が行われる。次いで、被検体Ｐに造影剤が投与されてから
タイマースイッチを作動させる入力が行われると、画像処理部３２は、撮像部２０から出
力されたＢモード画像データの設定された関心領域におけるＴＩＣデータを生成する。そ
して、生成したＴＩＣデータと、タイマー時間、検査時刻、関心領域を示す位置情報、及
び被検体情報を含む検査情報、並びに撮像条件とをタブ作成部４１へ出力する。
【００６９】
　タブ作成部４１は、画像処理部３２から出力されたＴＩＣデータを識別するタブを作成
し、作成したタブをＴＩＣデータに付加する。そして、ＴＩＣデータと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報を表示データ生成部４４へ
出力し、付帯情報を切換部６０に出力する。表示データ生成部４４は、タブ作成部４１か
ら出力された画像情報に含まれるタブ及びタブ８４５，８４６とＴＩＣデータとを夫々所
定のエリアに配置して表示部４５に出力する。表示部４５は、３つのタブを表示すると共
にＴＩＣデータを表示する。
【００７０】
　図８は、３回目の造影検査により表示部４５に表示された３つのタブ及びＴＩＣデータ
の画面の一例を示した図である。この画面８０ｅのタブ表示エリア８１には、１回目及び
２回目の造影検査で作成されたタブ８４５，８４６並びに３回目の造影検査で作成された
タブ８４７が表示されている。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表
示されたタブ８４７で識別されるＴＩＣデータ９０が表示されている。
【００７１】
　ＴＩＣデータ９０は、Ｂモード画像データ９１と、このＢモード画像データ９１上に設
定された１回目の造影検査と同じ位置における関心領域９１１乃至９１３の輝度の変化を
表すＴＩＣデータ９０１乃至９０３とにより構成される。
【００７２】
　各ＴＩＣデータ９０１乃至９０３は、横軸をタイマーが作動してからの経過時間とし、
縦軸を輝度とする２次元座標上にグラフ化されている。そして、ＴＩＣデータ９０１は、
操作部５２からの入力によりタイマーが作動して例えば１秒経過してから２２秒経過する
までのタイマー時間Ｔ２における関心領域９１１の輝度の変化を表している。また、ＴＩ
Ｃデータ９０２は、タイマー時間Ｔ２における関心領域９１２の輝度の変化を表している
。更に、ＴＩＣデータ９０３は、タイマー時間Ｔ２における関心領域９１３の輝度の変化
を表している。
【００７３】
　このように、表示部４５にＴＩＣデータ９０を表示すると共に、ＴＩＣデータ９０を識
別するタブ８４７並びに１回目及び２回目の造影検査で作成されたタブ８４５，８４６を
表示することができる。
【００７４】
　図８に示した画面８０ｅに表示されたＴＩＣデータ９０を保存する入力が操作部５２か
ら行なわれると、データ記憶部４２は、ＴＩＣデータ９０とタブ８４７を含む付帯情報に
より構成される画像情報を保存する。そして、操作部５２から検査を一旦停止させる入力
が行われる。
【００７５】
　ここで、操作部５２から入力操作により、画面８０ｅのタブ表示エリア８１に表示され
た各タブ８４５乃至８４７を指定することにより、指定された各タブ８４５乃至８４７で
識別される各ＴＩＣデータ８６，８８，９０を画像表示エリア８２に表示させて確認する
。そして、例えばＴＩＣデータ８６とＴＩＣデータ８８とを合成するために、操作部５２
から表示部４５に表示されたタブ８４５とタブ８４６とを関係付ける入力が行われると、
検索部４３は、データ記憶部４２に保存された画像情報の中から、タブ８４５，８４６を
含む付帯情報を検索して切換部６０に出力する。
【００７６】
　切換部６０は、操作部５２からのタブ８４５とタブ８４６を関係付ける入力に応じて、
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表示部４５の画像表示エリア８２に表示されたＴＩＣデータ８６，８８，９０のいずれか
を、タブ８４５，８４６に関連する情報に基づいて切換える。そして、検索部４３から出
力されるタブ８４５に関連する付帯情報及びタブ８４６に関連する付帯情報に基づいて、
ＴＩＣデータ８６とＴＩＣデータ８８とを合成したＴＩＣデータに切換える。
【００７７】
　ここでは、タブ８４５に関連する付帯情報に含まれるタイマー時間Ｔ１及び関心領域８
７１乃至８７３の位置情報、並びにタブ８４６に関連する付帯情報に含まれるタイマー時
間Ｔ１及び関心領域８９１の位置情報に基づいて、画像処理部３２でＴＩＣデータ８６と
ＴＩＣデータ８８とを合成させる。
【００７８】
　画像処理部３２は、切換部６０からの指示により、ＴＩＣデータ８６とＴＩＣデータ８
８を合成したＴＩＣデータを生成する。そして、生成したＴＩＣデータと、タイマー時間
Ｔ１、検査時刻、関心領域８７１，８７２，８７３，８９１の位置情報、及び被検体情報
を含む検査情報、並びに撮像条件とをタブ作成部４１へ出力する。
【００７９】
　タブ作成部４１は、画像処理部３２から出力されたＴＩＣデータを識別するタブを作成
し、作成したタブをＴＩＣデータに付加する。そして、ＴＩＣデータと、タブ、検査情報
、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される画像情報を表示データ生成部４４へ
出力する。表示データ生成部４４は、タブ作成部４１から出力された画像情報に含まれる
タブ及びタブ８４５乃至８４７とＴＩＣデータとを夫々所定のエリアに配置して表示部４
５に出力する。表示部４５は、４つのタブを表示すると共に合成したＴＩＣデータを表示
する。
【００８０】
　図９は、２つのタブ８４５，８４６を関係付ける入力により表示部４５に表示された４
つのタブ及び合成したＴＩＣデータの画面の一例を示した図である。この画面８０ｆのタ
ブ表示エリア８１には、タブ８４５乃至８４７及び関連付け入力により作成されたタブ８
４８が表示されている。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表示され
たタブ８４８で識別されるＴＩＣデータ９２が表示されている。
【００８１】
　ＴＩＣデータ９２は、Ｂモード画像データ９３と、Ｂモード画像データ９３上に設定さ
れた関心領域９３１乃至９３４の輝度の変化を表すＴＩＣデータ９２１乃至９２４とによ
り構成される。
【００８２】
　Ｂモード画像データ９３は、例えば図６の画面８０ｃに表示されたＢモード画像データ
８７上に図７の画面８０ｄに表示されたＢモード画像データ８９が重畳された画像データ
である。そして、Ｂモード画像データ９３上に、関心領域８７１と同じ位置に関心領域９
３１が設定され、関心領域８７２と同じ位置に関心領域９３２が設定されている。また、
関心領域８７３と同じ位置に関心領域９３３が設定され、関心領域８９１と同じ位置に関
心領域９３４が設定されている。
【００８３】
　各ＴＩＣデータ９２１乃至９２４は、ＴＩＣデータ８６１，８６２，８６３，８８１の
合成により得られ、横軸をタイマーが作動してからの経過時間とし、縦軸を輝度とする２
次元座標上にグラフ化されている。そして、ＴＩＣデータ９２１は、ＴＩＣデータ８６１
に一致し、ＴＩＣデータ９２２はＴＩＣデータ８６２に一致する。また、ＴＩＣデータ９
２３はＴＩＣデータ８６３に一致し、ＴＩＣデータ９２４はＴＩＣデータ８９１に一致す
る。
【００８４】
　このように、図８に示した画面８０ｅのタブ表示エリア８１に表示された２つのタブ８
４５，８４６を関係付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示され
るＴＩＣデータ８６，８８，９０のいずれかを、タブ８４５，８４６に関連するタイマー
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時間Ｔ１及び関心領域８７１，８７２，８７３，８９１の位置情報に基づいて、２つのＴ
ＩＣデータ８６，８８を合成したＴＩＣデータ９２に切換えることができる。これにより
、表示部４５の画面を切換えて合成させるための入力操作を必要としないため、簡単な操
作で２つのＴＩＣデータ８６，８８の合成が可能となり、操作に要する手間を低減するこ
とができる。
【００８５】
　なお、２つのタブ８４５，８４６を関係付ける入力の後に、図６の画面８０ｃに表示さ
れたＴＩＣデータ８６と図８の画面８０ｅに表示されたＴＩＣデータ９０とを合成する場
合、操作部５２からタブ８４５とタブ８４７を関係付ける入力により、タブ８４５とタブ
８４６を関係付ける入力に応じた動作と同様にして、表示部４５に５つのタブを表示する
と共に合成したＴＩＣデータが表示される。
【００８６】
　図１０は、２つのタブ８４５，８４７を関係付ける入力により表示部４５に表示される
５つのタブ及び合成したＴＩＣデータの画面の一例を示した図である。この画面８０ｇの
タブ表示エリア８１には、タブ８４５乃至８４８、及びタブ８４５，８４７の関連付け入
力により作成されたタブ８４９が表示される。また、画像表示エリア８２には、タブ表示
エリア８１に表示されたタブ８４９で識別されるＴＩＣデータ９４が表示される。
【００８７】
　ＴＩＣデータ９４は、Ｂモード画像データ９５と、Ｂモード画像データ９５上に設定さ
れた関心領域９５１乃至９５３の輝度の変化を表すＴＩＣデータ９４１乃至９４３とによ
り構成される。
【００８８】
　Ｂモード画像データ９５は、図６の画面８０ｃに表示されたＢモード画像データ８７上
に図８の画面８０ｅに表示されたＢモード画像データ９１が重畳された画像データである
。そして、Ｂモード画像データ９５上に、関心領域８７１，９１１と同じ位置に関心領域
９５１が設定される。また、関心領域８７２，９１２と同じ位置に関心領域９５２が設定
され、関心領域８７３，９１３と同じ位置に関心領域９５３が設定される。
【００８９】
　各ＴＩＣデータ９４１乃至９４３は、ＴＩＣデータ８６１乃至８６３，９０１乃至９０
３の合成により得られ、横軸をタイマーが作動してからの経過時間とし、縦軸を輝度とす
る２次元座標上にグラフ化される。
【００９０】
　そして、ＴＩＣデータ９４１は、タイマー時間Ｔ１，Ｔ２から計算されるタイマーが作
動して１秒経過してから３５秒経過するまでのタイマー時間Ｔ３における関心領域９４１
の輝度の変化を表し、ＴＩＣデータ８６１とＴＩＣデータ９０１の重複する時間帯の部分
を繋ぐことにより得られる。そして、１秒経過してから１９秒経過するまでＴＩＣデータ
９１１に一致し、また１９秒経過してから２２秒経過するまでＴＩＣデータ９０１にＴＩ
Ｃデータ８６１を加算した輝度の変化に一致し、更に１９秒経過してから３５秒経過する
までＴＩＣデータ８６１に一致する。
【００９１】
　また、ＴＩＣデータ９４２は、タイマー時間Ｔ３における関心領域９４２の輝度の変化
を表し、ＴＩＣデータ８６２とＴＩＣデータ９０２の重複する時間帯の部分を繋ぐことに
より得られる。そして、１秒経過してから１９秒経過するまでＴＩＣデータ９０２に一致
し、また１９秒経過してから２２秒経過するまでＴＩＣデータ９０２にＴＩＣデータ８６
２を加算した輝度の変化に一致し、更に１９秒経過してから３５秒経過するまでＴＩＣデ
ータ８６２に一致する。
【００９２】
　更に、ＴＩＣデータ９４３は、タイマー時間Ｔ３における関心領域９４３の輝度の変化
を表し、ＴＩＣデータ８６３とＴＩＣデータ９０３の重複する時間帯の部分を繋ぐことに
より得られる。そして、１秒経過してから１９秒経過するまでＴＩＣデータ９０３に一致
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し、また１９秒経過してから２２秒経過するまでＴＩＣデータ９０３にＴＩＣデータ８６
３を加算した輝度の変化に一致し、更に１９秒経過してから３５秒経過するまでＴＩＣデ
ータ８６３に一致する。
【００９３】
　このように、画面８０ｅのタブ表示エリア８１に表示される２つのタブ８４５，８４７
を関係付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示されるＴＩＣデー
タ８７，８９，９１のいずれかを、タブ８４５，８４７に関連するタイマー時間Ｔ１，Ｔ
２及び関心領域８６１乃至８６３，９０１乃至９０３の位置情報に基づいて、２つのＴＩ
Ｃデータ８７，９１を合成したＴＩＣデータ９５に切換えることができる。これにより、
表示部４５の画面を切換えて合成させるための入力操作を必要としないため、簡単な操作
で２つのＴＩＣデータ８６，９０の合成が可能となり、操作に要する手間を低減すること
ができる。
【００９４】
　次に、図１乃至図１３を参照して、表示部４５に表示される画像データを、この画像デ
ータを識別する一方のタブ及び他方のタブを関係付ける操作部５２からの入力に応じて、
他方のタブに関連するアプリケーションソフトウエアを用いて生成される歪み画像データ
に切換える動作の一例を説明する。
【００９５】
　画像表示部４０のデータ記憶部４２に、ストレスエコー法により負荷前、負荷後等の各
フェーズで例えば１心拍に亘って収集された例えば被検体Ｐの心臓の短軸像を示すＢモー
ド画像データが保存されている。このＢモード画像データは、複数のフレームからなる動
画再生可能な画像データであり、各フレームの画像データが生成されたタイミングに外部
から得られた被検体Ｐの心電波形が付加されている。
【００９６】
　データ記憶部４２に保存されたいずれかのフェーズにおけるＢモード画像データを処理
して歪み画像データを得るための操作が可能な操作キーを表示させる入力が行われると、
システム制御部７０は、アプリケーション部５１の中から歪み画像データを得るためのア
プリケーションソフトウエア及び操作キーを検索する。そして、そのアプリケーションソ
フトに関連するタブを表示データ生成部４４に出力する。表示データ生成部４４は、シス
テム制御部７０から供給されたタブをタブエリアに配置すると共に、操作キーを画像エリ
アに配置して表示部４５に出力する。表示部４５は、タブを表示すると共にこのタブで識
別される操作キーを表示する。
【００９７】
　図１１は、操作キーを表示させる入力により表示部４５に表示されたタブ及びこのタブ
で識別される操作キーの画面の一例を示した図である。この画面８０ｈのタブ表示エリア
８１にはタブ８５０が表示され、画像表示エリア８２の左側にはタブ表示エリア８１に表
示されたタブ８５０で識別される操作キー９６が表示されている。
【００９８】
　データ記憶部４２に保存されたいずれかのフェーズにおけるＢモード画像データを表示
部４５に表示させる入力が操作部５２から行われると、表示部４５は、複数のタブを表示
すると共にＢモード画像データを表示する。
【００９９】
　図１２は、Ｂモード画像データを表示させる入力により表示部４５に表示された複数の
タブ及びＢモード画像データの画面の一例を示した図である。この画面８０ｉのタブ表示
エリア８１には複数のタブ８５０，８５１が表示され、画像表示エリア８２にはタブ表示
エリア８１に表示されたタブ８５１で識別されるＢモード画像データ９７が表示されてい
る。このＢモード画像データ９７は、動画再生が可能な静止した画像データである。
【０１００】
　ここで、操作部５２からタブ８５０とタブ８５１を関係付ける入力が行われると、切換
部６０は、図１２に示した画面８０ｉの画像表示エリア８２に表示されたＢモード画像デ
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ータ９７を、タブ８５０に関連するアプリケーションソフトに基づいて、歪み画像データ
に切換える。ここでは、歪み画像データを生成させるためのアプリケーションソフトウエ
アをアプリケーション部５１から読み出して画像処理部３２に出力する。
【０１０１】
　画像処理部３２は、切換部６０から出力されたアプリケーションソフトウエアを用いて
、Ｂモード画像データ９７を処理して心臓壁の歪を表わす歪み画像データを生成する。そ
して、生成した歪み画像データをタブ作成部４１に出力する。タブ作成部４１は、歪み画
像データを識別するタブを作成し、作成したタブを歪み画像データに付加する。そして、
歪み画像データと、タブ、検査情報、及び撮像条件から成る付帯情報とにより構成される
画像情報を表示データ生成部４４へ出力する。表示データ生成部４４は、タブ作成部４１
から出力された画像情報に含まれるタブ及びタブ８５０，８５１と歪み画像データとを夫
々所定のエリアに配置して表示部４５に出力する。表示部４５は、３つのタブを表示する
と共に歪み画像データを表示する。
【０１０２】
　図１３は、表示部４５に表示された３つのタブ及び歪み画像データの画面の一例を示し
た図である。この画面８０ｊのタブ表示エリア８１には複数のタブ８５０，８５１，８５
２が表示されている。また、画像表示エリア８２には、タブ表示エリア８１に表示された
タブ８５３で識別される歪み画像データ９８が表示されている。
【０１０３】
　歪み画像データ９８は、心電波形９９、心電波形９９に配置されたバー１００、Ｂモー
ド画像データ９７の内の心電波形９９のバー１００の位置で示される心時相のタイミング
で生成されたＢモード画像データ９７１、Ｂモード画像データ９７１の心臓壁の内膜の輪
郭を示すマーカ１０１、Ｂモード画像データ９７１の心臓壁の外膜の輪郭を示すマーカ１
０２、及びＢモード画像データ９７１のマーカ１０１，１０２で包囲される領域の６分割
された各領域Ｅ１乃至Ｅ６における歪みデータ１０３により構成される。
【０１０４】
　マーカ１０１は、例えばＡＱ（Ａｃｕｓｔｉｃ　Ｑｕａｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）法を
用いて、Ｂモード画像データ９７１の各画素の輝度値に基づき検出される組織領域と血液
領域の輪郭の位置を示している。また、マーカ１０２は、検出した内膜の輪郭の各位置に
おける外側方向への法線ベクトルを求め、各位置から求めた法線ベクトルの方向へ所定の
距離離れた位置を外膜の輪郭の位置として示している。
【０１０５】
　各領域Ｅ１乃至Ｅ６は、歪みの大きさに応じた色で色分け表示されている。そして、歪
みは、Ｂモード画像データ９７の例えばスペックルパターンを用いた時間的に隣り合う画
像データ間のパターンマッチングにより、基準時相に生成された画像データの内膜の輪郭
の基準位置とこの基準位置に対するマーカ１０１で示された位置とから求められたもので
ある。
【０１０６】
　歪みデータ１０２は、横軸を時間軸とし、縦軸を歪みとする２次元座標上にグラフ化さ
れ、各領域Ｅ１乃至Ｅ６における歪みの平均値の時間変化を表している。
【０１０７】
　このように、画面８０ｉのタブ表示エリア８１に表示される２つのタブ８５０，８５１
を関係付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示されるＢモード画
像データ９７を、タブ８５０に関連するアプリケーションソフトを用いて生成される歪み
画像データ９８に切換えることができる。これにより、操作部５２からの入力による操作
キーの操作を必要としないため、簡単な操作で歪み画像データの生成が可能となり、操作
に要する手間を低減することができる。
【０１０８】
　なお、図１１に示した画面８０ｈの画像表示エリア８２の右側に、図１２に示した画面
８０ｉに表示されたＢモード画像データ９７を表示させ、操作部５２からの入力により画
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面８０ｈに表示された操作キー９６を操作して、図１３に示した画面８０ｊを表示させる
ことができる。
【０１０９】
　以上述べた実施形態によれば、表示部４５のタブ表示エリア８１に表示される２つのタ
ブを関係付ける入力により、一方のタブで識別される画像データを他方のタブに関連する
情報に基づいて切換えることができる。
【０１１０】
　そして、画面８０ａのタブ表示エリア８１に表示された複数のタブ８４２，８４３，８
４４のいずれかを指定することにより、画像表示エリア８２に指定したタブで識別される
Ｂモード画像データを表示させることができる。これにより、図３の画面８０に表示され
たＢモード画像データ８３よりも鮮明な画像データの生成を可能とする撮像条件を容易に
選別することができる。次いで、タブ８４１とタブ８４２とを関係付ける操作部５２から
の入力により、画像表示エリア８２にリアルタイムに表示されたタブ８４１で識別される
不鮮明なＢモード画像データ８３を、タブ８４２に関連する撮像条件に基づいて生成され
るに鮮明なＢモード画像データ８３ａに切換えることができる。これにより、表示部４５
の画面を切換えて撮像条件を入力する操作を必要としないため、簡単な操作で撮像条件の
変更が可能となり、操作に要する手間を低減することができる。
【０１１１】
　また、画面８０ｅのタブ表示エリア８１に表示された２つのタブ８４５，８４６を関係
付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示されるＴＩＣデータ８６
，８８，９０のいずれかを、タブ８４５，８４６に関連するタイマー時間Ｔ１及び関心領
域８７１，８７２，８７３，８９１の位置情報に基づいて、２つのＴＩＣデータ８６，８
８を合成したＴＩＣデータ９２に切換えることができる。これにより、表示部４５の画面
を切換えて合成させるための入力操作を必要としないため、簡単な操作でＴＩＣデータの
合成が可能となり、操作に要する手間を低減することができる。
【０１１２】
　更に、画面８０ｅのタブ表示エリア８１に表示される２つのタブ８４５，８４７を関係
付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示されるＴＩＣデータ８６
，８８，９０のいずれかを、タブ８４５，８４７に関連するタイマー時間Ｔ１，Ｔ２及び
関心領域８７１乃至８７３，９１１乃至９１３の位置情報に基づいて、２つのＴＩＣデー
タ８６，９０を合成したＴＩＣデータ９４に切換えることができる。これにより、表示部
４５の画面を切換えて合成させるための入力操作を必要としないため、簡単な操作でＴＩ
Ｃデータの合成が可能となり、操作に要する手間を低減することができる。
【０１１３】
　更にまた、画面８０ｉのタブ表示エリア８１に表示される２つのタブ８５０，８５１を
関係付ける操作部５２からの入力により、画像表示エリア８２に表示されるＢモード画像
データ９７を、タブ８５０に関連するアプリケーションソフトを用いて生成される歪み画
像データ９８に切換えることができる。これにより、操作部５２からの入力による操作キ
ーの操作を必要としないため、簡単な操作で歪み画像データの生成が可能となり、操作に
要する手間を低減することができる。
【０１１４】
　以上により、操作の煩雑さを軽減することができる。
【０１１５】
　以上に説明した実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定すること
を意図していない。従って、その他の様々な形態で実施可能であり、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。そして、実施形態やその
変形は、発明の範囲や要旨に含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその
均等の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【０１１６】
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Ｐ　被検体
１０　超音波プローブ
２０　撮像部
２１　送受信部
２２　送信部
２３　受信部
３０　信号処理部
３１　画像データ生成部
３２　画像処理部
４０　画像表示部
４１　タブ作成部
４２　データ記憶部
４３　検索部
４４　表示データ生成部
４５　表示部
５１　アプリケーション部
５２　操作部
６０　切換部
７０　システム制御部
２００　超音波診断装置

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(20) JP 5543855 B2 2014.7.9

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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